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  会  議  名 第３回港区保育施設関係補助金審査等業務委託事業候補者選考委員会 

  開 催 日 時      令和６年６月２１日（金曜日）午前１０時から正午まで 

  開 催 場 所      港区役所９階９１１会議室 

  委   員      
（出席者）山辺委員長、中島副委員長、坂本委員、三木委員、清水委員 

（欠席者）なし 

  事 務 局      金子保育支援係長、平松保育支援係員 

  傍 聴 者      なし 

  会 議 次 第      

  １ 開会 

２ 第二次審査実施概要について 

３ 事業候補者によるプレゼンテーション及びヒアリングの実施 

⑴ 事業者Ｂ（３０分間） 

⑵ 事業者Ｃ（３０分間） 

４ 第二次審査結果及び事業候補者の選定について 

５ その他 

６ 閉会 

  配 付 資 料      

［事前配付］ 

  資料１   第二次審査実施概要 

資料２   第二次審査採点基準表（２事業者分） 

 参考資料１ 第２回港区保育施設関係補助金審査等業務委託事業候補者選考

委員会会議議事録（案） 

参考資料２ 港区保育施設関係補助金審査等業務委託事業候補者選考一次審 

査集計結果 

参考資料３ 第二次審査の実施に関する留意事項 
 参考資料４ 港区保育施設関係補助金審査等業務委託事業候補者選考基準 

参考資料５  仕様書（案） 

 
［席上配付］ 

 資料３   第一次審査・第二次審査集計結果（※採点終了後、机上配布） 
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１ 開会 

 

 

２ 第二次審査実施概要について 

 

（事務局から第二次審査について概要を説明） 

 

何か質問等はあるか。 

 

（質問なし） 

 

 

３ 事業候補者によるプレゼンテーション及びヒアリングの実施 

 

⑴ 事業者Ｂ（３０分間） 

事業者Ｂプレゼンテーション（２０分間） 

 

事業者Ｂヒアリング（１０分間） 

 

研修はマニュアル作成と並行して行うと思うが、どのような形で行うのか。 

 

自社及び可能であれば区のスペースを使用し、マニュアルを作成していきたい。 

 

マニュアルは区の提案が基本だと考える。研修は具体的に何回と想定しているので

はなく、マニュアル作成しながら覚えていくという形なのか。 

 

情報セキュリティ等の研修はすべて自社で行う。業務関係の部分については可能で

あれば区のスペースで行いたい。 

 

研修を受けた方の理解度をチェックする機会を設ける予定はあるか。 

 

スキルチェックテストの様式等を活用しながら、確認したい。 

 

具体的にどのようなことが変革のポイントだと思うか。 

 

紙の取扱いが多いため、受領したものを一元管理することや、ペーパーレス化が有

効である。 

システムに取り込んで把握することができれば、効率性が担保されると考える。 

また、申請フォームの作成支援をしているため、将来的には提案していきたい。 

 

区への報告連絡調整に関して、仕様書においてこちらが示しているもの以外に、独

自に工夫するとすれば何があるか。 

 

履行開始に向けた準備段階では、人員がどのくらい確保できているかといったこと

や、マニュアル作成状況をこまめに伝える。 

履行開始後は、区への提出書類をベースに日報も提出したい。 

 

自社の強みを一言で表すとどのようになるか。 

 

管理事務とデジタルの双方でノウハウを提供できる点である。 

 

将来的なＤＸ化を進めるため、システムの企画・開発・運用サポートの体制はどう

なっているか。 



3 

 

事業者Ｂ 

 

 

 

委員Ｃ 

 

事業者Ｂ 

 

 

委員Ｂ 

 

事業者Ｂ 

 

委員Ｂ 

 

事業者Ｂ 

 

 

 

委員Ｂ 

 

事業者Ｂ 

 

 

 

 

委員Ａ 

 

事業者Ｂ 

 

委員Ａ 

 

事業者Ｂ 

 

 

委員Ａ 
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自社製のシステムを使用して開発・運用を行っている。 

体制としては、基本的に現地に担当者が行き、運用と開発を分けずに合わせて作り

こんでいく。 

 

繁忙期、他案件の人員を回すというのはどのようなイメージか。 

 

繁忙期の波がずれるタイミングがあれば、類似業務の経験がある人員を即時対応す

ることをイメージしている。 

 

一日の作業イメージを教えてほしい。 

 

研修期間にマニュアルを作成しイメージをつけ、業務を熟知してから組み立てたい。 

 

実際にいらっしゃる主要メンバーの方は、どのくらいの実務経験があるのか。 

 

管理責任者の補助者としては、３～５年の実務経験がある者を配置したい。 

作業員については新規採用職員の可能性もあるが、実務経験を優先したい。 

また、社内登録のある別業務経験者を配置し、力量を図ったうえで考えていく。 

 

リスク管理について、一番気を付けるべきことは何だと考えるか。 

 

守秘義務・情報セキュリティ・コンプライアンス・紛失及び持ち出し・ＳＮＳ拡散

等を研修で意識させる。 

また、履行開始後も情報に関する教育を行うことで意識を向上させていく。 

個人情報を取り扱うため、流出しないよう注意する。 

 

管理体制について、管理責任者も含め専任になるということか。 

 

はい。 

 

過去に漏洩等のミスがあったことはあるか。 

 

紛失・漏洩事故は過去０件である。事故を防止するため、持ち物検査を徹底してい

る。 

 

提案書から、紙媒体書類の対応はスペシャリストであると感じるが、ＤＸ化に向け

たシステム管理やその先の提案もしてほしいと考えている。人員確保は大丈夫か。 

 

業務が本格化する前の２か月で採用・研修含め人員を確保する。 

 

 

⑵ 事業者Ｃ（３０分間） 

事業者Ｃプレゼンテーション（２０分間） 

 

事業者Ｃヒアリング（１０分間） 

 

マニュアルの整理について、どのようなスケジュールを想定しているか。 

 

最初の２か月で理解を深め、マニュアルのたたき台を作り精査する。 

区からの対するヒアリングは、週に１～２回を想定している。 

 

問い合わせに対して、応えられるものと職員に繋ぐもので実績はどれくらいの割合
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か。 

 

事前にＦＡＱスクリプトを作成するが、問い合わせは状況に応じて様々なものがあ

り、割合は一概には言い難い。 

 

本部のフォロー体制として、設計メンバーの巡回頻度・現場責任者との情報連携は

どのような想定か。 

 

８～９月は３日に１回の予定だが、必要に応じ頻度は調整する。 

１０月の業務の本格開始後は安定稼働に向け、現場からの課題を抽出し最低でも週

に１回、状況によっては２回、内部会議で情報共有したい。 

 

人材育成の強みは何か。 

 

研修期間を３段階に分けて考えている。 

ＯＪＴ期間だけでなく本稼働後も実務の課題を抽出しながら業務研修を行う。 

マルチスキル化・スキルマップを通し、各オペレーターが習熟する業務を増やして

いく。 

 

ＤＸ化に向けた開発の体制はどのようになっているか。 

 

事務局の管理・実務運用・ＤＸツールの企画開発部門それぞれが相互に連携し、改

善ニーズに対応する解決ツールを作成する。 

システムは、自社のものもあるが他社製品も提案する。 

ツール導入ありきで想定するのではなく、業務設計から改善ニーズを抽出し、最適

解を提案することが重要と考えている。 

 

繁忙期に庁舎外に持ち出して作業するとあるが、そのリスクはどう考えているか。 

 

個人情報を持ち出すのであれば、管理を徹底しなければならないと考えている。 

弊社では金券管理なども扱っており、セキュリティーレベルは高いと考えている。 

 

従事者は固定メンバーになるのか。 

 

その想定である。 

 

現場と本部の情報連携・日々の報告等はどのように行うのか。 

 

１週間に少なくとも１回は打ち合わせをしている。 

日々の課題を本部側で聞き取ることが大切であり、朝会または夕会を開き５分でも

共有する。 

 

１日のスケジュールはどのような想定か。 

 

類似の例では、始業後、５～１０分程度で作業内容・量を把握し、どのように処理

をしていくかを確認する。当初は朝・夕２回、従事者に確認をしていた。 

 

本業務において、最も気をつけなければならない点は何と考えるか。 

 

業務理解をオペレーターまで連携することで、情報共有を徹底する。 

また、個人情報の取扱いに関して定期的な勉強会を開く。 

 

これまでに、情報漏洩等のトラブルはあったか。 
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委員Ａ 

 

 

委員長 

 

全員 

 

委員長 

 

全員 

 

自分が事務局をしている部分ではない。 

細かなインシデントはあるため、万が一発生した場合は品質保証部門で対応する。 

メールの誤送信・封入誤りはリスクが高いため、マニュアルに徹底的に書き込む。 

メールの送信では、アドレスはリストからコピーして貼り付け、送信前にＷチェッ

クを行う。また、履歴を残す対応をしている。 

 

千代田区から港区に現場責任者が移るのか。 

 

管理責任者の人材育成において、類似業務を担っている人が担当することでスムー

ズに対応できると考えている。 

 

 

４ 第二次審査結果及び事業候補者の選定について 

 

意見をお願いします。 

 

事業者Ｂは、マニュアルに沿って粛々に対応してくれるイメージを抱いた。 

ただし、個人情報の取り扱いについて管理責任者に聞いたところ、イメージができ

ていないのが残念だった。 

事業者Ｃは、現場と本部の役割が異なっているため連携の面が最も気になった。 

しかし、他現場でも実績がありチームとして動くことができている。 

その点、属人化しにくく柔軟性があると思われる。 

 

事業者Ｂは、経験に基づいた具体的な業務改善の手法もあり、任せても安心だと感

じた。一方で、印象として覇気がなく、将来の発展を考えた時に不安を感じる。 

システムも社内体制は整っているとの話だが、柔軟に変化していけるか不安に感じ

た。 

事業者Ｃは、全般的に非常にわかりやすい内容だった。 

組織的に管理体制がしっかりしており、安心感がある。 

特に、プロジェクトマネージャーの方の受け答えに安心感があった。 

 

事業者Ｂは、誠実さや実績はあると感じたが、責任者としての具体的なイメージが

できているかという点で事業者Ｃとの差が出た。 

事業者Ｃは、個人情報に関する質問の際、課題認識・防止策に繋がる連携がみられ

た。 

 

事業者Ｂは、紙申請の対応は実績があるゆえ安定した受け答えだったが、ＤＸ化を

見据えた時が不安である。 

また、現場責任者の発言が少ないと感じた。 

事業者Ｃは、プレゼンテーションにおける連携は取れているが、さらにプラスアル

ファの提案があるとよりよかった。 

 

紙申請の対応では事業者Ｂが一番だと感じるが、今後のＤＸ化を見据えると事業者

Ｃの提案内容が評価できる。 

 

事業者Ｃの評価が高いということは全員一致か。 

 

（異議なし） 

 

各委員からの意見を踏まえ、採点に変更はないか。 

 

（変更なし） 
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委員長 

 

 

 

 

 

 

 

全員 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

変更がないため、二次審査の点数は事業者Ｂ ３４８点、事業者Ｃ ４２４点で確

定する。 

改めて、一次審査・二次審査合計点数及び順位を発表する。１位は事業者Ｃで合計

点数１２８７点、２位は事業者Ｂで合計点数１０９２点となる。 

審査結果や委員からの意見を踏まえ、事業者Ｃを事業候補者として選考し、万が一、

事業者Ｃが履行不能となった場合には、繰り上げて２位の事業者Ｂを事業候補者と

することで良いか。 

 

異議なし 

 

事業者Ｃを事業候補者として選定する。 

事務局から事業候補者名を発表してほしい。 

 

事業者Ｃは、株式会社ＴＯＰＰＡＮ 情報コミュニケーション事業本部である。 

 

５ その他 

 

 

６ 閉会 

 


